きぬける 風が いかにも 颯爽と している ので、 一し お 日 

光の 中に 秋 を 感じる、 そんな 気持 だ。 朝 子 は 右手の、 

すだ. W 

窓に まだ 簾 を 下げて ある 一 室に 入った。 

ここ も 廊下と 同じように 白けた 床の 上に、 大きな 長 

卓子が あった。 書き かけの 帯封が 積んで ある 場所に 人 

はいず、 がらんと した 内で、 たった 一 人 矢 崎が 事務 を 

執って いた。 丸顔の、 小 造りな 矢 崎 は、 入って 来た 朝 

子 を 見る と 別に 頭 を 下げ もせず、 

「今日は —— 早 いんです ね」 

と 云った。 

「ええ I 



再び 机へ 戻リ、 朝 子 は 切抜き をつ づけ、 伊田 は、 厚 

く 重ねた 帯封の 紙へ 宛名 を 書き出した。 

これ は 午後 四時までの 仕事で、 それから 後の 伊田 は、 

N 大学の 社会科の 学生な のであった。 

黒毛糯 子の 袋 を 袖口に はめ、 筆記で もす るよう に 首 

を 曲げて 万年筆 を 動かして いた 伊田 は、 やがて、 

「ああ」 

顔 を 擡げ、 矢 崎に 向って 尋ねた。 

「先日 断って 来た 分、 こんな かから 抜いて あるんで 

しょうか」 

そろばん く 

むつく りした 片手で 小さい 算盤の 端 を 押え、 膨らん 



震災で、 神 田から ここへ 移って 来たの だった。 

「どうも 只今 は 失礼いた しました。 もう 一 一台ば かリぁ 

がりました から …… どうぞ」 

金庫 を 背に した 正面の 机の 前から、 嘉 造が、 入って 

来る 朝 子に 挨拶した。 朝 子と 同じ年で あつたが、 商売 

にかけ ると、 二十 七と は 思えない 腕が あった。 

「おい、 工場へ 行つ といで」 

「_ 一 一階 よ ござんす か」 

濃い 髪が 一 文字に 生えた 額際に 特徴 ある 頭 を嘉造 は、 

「どうぞ」 

と 云う 代りに 黙って 下げた。 



話が 途切れ、 磯田 は 暫く 朝 子の 手許 を 見下して いた 

，、ゝ 、 

力 

「どれ、 じゃあ、 どうも 失礼 致しました」 

と 立ちなおした。 

「そう 9 どうも 失礼」 

歩き かけた 磯田 は、 

「偉く 日が さすね」 

一 二 歩 小戻り して、 丁度 朝 子の 髪に 照りつ けた 西日 

の 当る 窓 のカァ テン を 下した。 

工場で 刷り上げる 間、 三 四十 分ず つ 手が 空く。 朝 子 

は、 その 間に、 自分 一人い るき りの 二階の 窓々 を あち 



女中に 云う 幸 子の 声が した。 

上り口へ 出て 来た 幸 子 は 大平を 見て、 

「ほう、 一 緒？」 

と 云った。 大平は 帽子の 縁へ 軽く 手 を かけた。 

「相 変らず 元気 だな」 

しょげ 

「悄気る わけ もない もん」 

「まつ まつ ま I 

大平 は、 神経質ら しい 顔つきに 似ず、 闊達に 笑った 

「いやに 理詰め だね」 

朝 子 は、 赤 インクで よごれた 手が 気持 わるい ので、 

先に 内に 入った。 



許 を 去った。 初めの 愛人が、 今 は 彼女と 暮 している 模 

様 だ。 大平は 三十 六であった。 

食後、 三人 は ぴょんぴょん をして 遊んだ。 初め、 大 

平 は その 遊び を 知らず、 二 枚 折の 盤の 上の 文字 を、 

「何？ ピ ョ ン ？ ピ ヨン？」 

と 読んだ。 

「ぴ よん、 ぴ よんよ」 

と 朝 子に 云われた。 

幸 子が 簡単に ル— ルを 説明す ると、 

「そんなら ダイ アモン ド じゃあな いか」 と 云い 出した _ 

「それなら、 やった ことがある。 対 手の 境界線の 上 ま 



二 時間 程 経って、 朝 子が 手洗いの ついでに、 例の 濠 

を 見渡す、 ここば かり はや ゃセザ ンヌの 絵の ような 風 

景を 眺めて 立って いると、 伊田が 来た。 彼 は、 さっき 

見られた のが 大分 極り 悪い 風で あつたが、 それ は 云わ 

「今日お いそがしいで すか」 

と 朝 子に 訊いた。 

「いいえ II 用？」 

「用 じ やな いんです けど …… 夜、 上って かまいません 

力」 

「いら つし やい」 



「川 島 君 も 行く かも 知れな いんです が」 

「どうぞ」 

「川 島の 奴 …… 吒られ ちま やが つ た」 

伊田 は、 面白がって いるよう な、 怖くな くもない よ 

うな、 善良な 笑い顔 をした。 

r …… じ や」 

朝 子に、 訊ねる 時間 を 与えず、 彼 は 云った。 

日露戦争 当時、 或る 篤志な 婦人が、 全国の 有志 を糾 



「そんな こと 云つ ちゃ、 何も 出来ませんで すよ。 これ 

だ つ てない ょリ 増しなん ですから」 

と、 とり 合わなかった。 社会事業 全般、 ない より 増し 

の 標準で されて いるら しかった。 

川 島が 叱られた という こと、 それ も、 この 働き 会の 

方に 関係して いた。 

W 大学へ 通いながら、 庶務に 働いて いる 川 島が 宿直 

のとき、 小 使 室で、 働き 会の 小 谷と いう 女と しゃべつ 

ていた。 そこへ、 諸 戸が 外から 帰って きて、 翌日 川 島 

を 呼びつ け 酷く 詰問した のであった。 

川 島 は、 小心そう に 眉の 上に 小皺 をよ せ、 



「びっくりし ちまった、 —— とても 憤慨して 罷めさせ 

そうな こと を 云 うんだ もん」 

と 苦笑した。 

「 一 体 何時頃だった の？」 

「八 時 頃です よ」 

伊田が 朝 子に、 

「小 谷さん て 人、 知りません か」 

と ヽ ，， こ。 

IC 1ー11 口 レ J/ 

「さあ 河 合さん なら 知 つ てる けれど」 

r ヽゝ ヽゝ ヽ 一 

I ，力 ァカ 、る」 

伊田 も 川 島 も 笑った。 



「だから、 あなたが それより もっとで かい 声で 『何で 

あります か！』 つて 云えば いいのよ」 

多分、 相 原の 口添えで、 川 島 を 罷めさせる こと は 中 

止に なったら しいと 云う ことだった。 相 原 は、 諸 戸と 

同郷で、 ころがり 込んで いるう ち、 府下の セット ルメ 

ント. ヮ —クを 任され、 今では 一方の 主にな つてい る 

男であった。 伊田と 川 島 は 異口同音に、 

「 —— 相 原 氏の 方が あれで ましでしょう」 

と 云った。 

「男らしい 点 だけで もまし じ やないで すか」 

「今度 だって、 諸 戸 氏、 直き 廊下で あったら、 や あ、 



れ たのが 諸 戸さん じゃありません か」 

「_ そうなんで すか」 

「こないだ、 将来、 万事 は 自分が 切り盛り する らしい 

口吻で したよ、 でも …… 」 

「若し、 相 原 氏が、 反 諸 戸 運動 を 画策して るんだ つた 

ら、 私 は 見下げた 男 だと 思う」 

朝 子 は、 亢奮 を 感じた 顔 付で 云った。 

「諸 戸さん にだって、 卑怯な ところ もけ ちな ところ も 

あるが、 一 旦 自分の 拾った 者 はすて 切れない というと 

ころがあります。 そうしち や、 飼犬に 手 を 咬まれて い 

るんだ けれど」 



私共の 時代の 仕事 じ やない わ」 

六 

朝 子が、 買物に 出ようと して 玄関に 立って いた。 日 

曜 であった。 そこへ 大 平が 来た。 

「 —— 出かけ るんで すか」 

ステッキ 

彼 は洋杖 をつ いたま ま、 薄す リ緑 がかって 黄色い セ 

ルを 着た 朝 子の 姿 を 見上げた。 

「 一 人 9 もう 一 本 は？」 

幸 子と 自分の こと を、 朝 子 は 神酒 徳利と 綽名して い 



た。 

「本と お 話中で ございます。 でも 直ぐ かえります 

から、 どうぞ …… お 幸さん 道楽の 方ら しいから 大丈夫 

よ」 

たたき 

朝 子 は 草履 を はき、 三 和 土へ 下りて、 

「さ」 

大 平と 入れ 換わる ようにした。 

「_ ど の 辺 ま で 行く ん です」 

「ついそ， J —— 文房具 や へ 行く の」 

「いい 天気 だから、 じ や 私 も 一緒に 行こう かな」 

「そう 9 」 



格 分類法で 行く と。 だから、 マゾヒストの 型で 徳性の 

高い 朝つ ベさん にお つ て 貰って 調和よ ろしい という 訳 

さ。 私なん か、 同じ サディスト でも、 徳性が 高い から 

いい けれど、 この 素 介なん ぞ —— 」 

「_ —— 君に 解って たまる もんか。 —— 第一 その アッペ 

ル 何とかい うの、 ドイツの 男だろう？ ドイツ人の 頭 

がいい か 悪い か は 疑問 だな。 フランス 人の 警句 一 つ を、 

ドイツ人 は 三百 頁の 本に する。 そいだ け 書かない じ や、 

当人に も 呑 込めな いんじゃ ないかな」 

「頭の よしあし じ やない、 向きの 違い さ」 

アツ ペル バッハの 説 は、 マゾヒスト、 サディストの 



あさ子 なんて 小さい 印が あると ちょ つと 悪くない な」 

幾分 照れ、 朝 子 は、 

「じ や、 私 女学校の 先生に 世話して 上げる わ」 

と 云った。 

「そうしたら、 右 も 左 も ボン ヌ • ファム (美人) ばか 

りよ」 

大平 は、 直ぐ それ を もじって、 皮肉に、 

「ボ— ン • ファ— ム (骨 ごわ) ？」 

と 訊き返した。 

朝 子 は、 別に 笑い もせず 大 平の 顔 をみ ていたが、 や 

がて 云い 出して、 



は 法網 を 平気で くぐった りする のに 正義 派 的 憤慨で、 

勉強 をお 始めん なった のよ。 また、 女が 罪 を 犯す 心理 

は、 女に 最も 理解され る、 そこまでが 女性 文化 じ やな 

い？ 謂わば。 それなら、 自分が 楣に とったり、 武器 

にしたり する 法律と いう もの は どんな もの か。 どんな 

社会が こしらえ たか。 社会と は どんな もの か。 理窟つ 

ぼい みたいだ けれど、 この頃、 自分の 職業で も、 追い 

つめて 行く と、 何だか そこまで 行つ ちまう のよ」 

「_ —— つまり 我等 如何に 生くべき か、 と 云う こと だね」 

朝 子 は、 不安げ な、 熱心な 面 持で 大 平に 合点した。 

「だからね、 私 だって、 ただ 月給 九十 円 貰って、 あて 



がわれ た 雑誌 の 編輯が 出来るだけ じ や 、 生きても いな 

いんだし、 職業 も 持って るん じ やない のよ —— どんな 

雑誌 を 何故 編輯す る のか、 そこまで はっきりした 意志 

が 働いて、 やっと 人間の 職業と 云え るんだろう けれど 

…：- J 

大 平が、 例の 目から 一種 鋭い、 朝 子 を 嘲弄す るの か 

自分 を 嘲笑う のか 分らない 強い 光 を 射出しながら 眩い 

た。 

「 —— 朝 子さん のお 説に よると、 じゃあ、 我々 会社員 

の 仕事なん ていう もの は、 要するに 月給 を 引き出す 石 

臼 廻し みた いなもん かな」 



幸 子 は 机に 向って、 明日の 講義の 準備 をして いた。 

こちらで、 大平は 朝 子と 低声で 話して いた。 朝 子 は、 

編物 を 手に もっていた。 

「だれの？」 

「甥の —— わるくない でしよ？ この 色 —— -」 

「いっか 往来で 会った 坊ちゃんで すか」 

「ああ、 お会いに なった ことがある のね」 

幸 子が、 それ を 小耳に 挾んで 机に 向った まま、 

「だれに 会った つ て？」 

と 大きな 声で 云った。 

「健ち やん」 



「 •：：• 私の 心 持ん 中で、 もう 結婚 生活、 すっかり 

n ム プリ— ト 

完結した 気がする のよ。 また、 同じ こと を 別にして 

見たい と 思わない だけ」 

彼等 は、 幸 子の 邪魔に ならない ように、 初めつ から 

小声で 話して いたが、 このと き、 朝 子 は 異様な 閃光が、 

大 平と 自分との 低い、 切れ切れな 会話の 内に 生じて い 

るの を 感じた。 変に 心 を 貫通す る 苦しい 心 持で、 彼女 

は 身動き出来なかった。 大平 は、 一層 低い 声で、 正面 

を 見据えた まま、 やっと 聞え る 位に 云った。 

「 —— 変リ もん 同士で、 面白く やって ゆけ ると 思 うん 

だが な …… 自由に …… 」 



「X X じ やない のかい？」 

団体に 出入りす る、 諸 戸の 子分の ような 記者が ある 

ので あつたが、 その 男が 告げた 名 は その 社で はな かつ 

た。 

「へえ ：：： 」 

矢 崎 は、 不精 髯の短 かく 生えた 口 をと がらせ、 考え 

ていたが、 

「呼んだ のかい」 

と 云った。 

「売り込み さ、 —— また、 ここの 資金 を こっそり 学校 

の 方へ 流用して いる 事実が あると か 何とか 云って 来た 



分け を 眺めた。 

朝 子が、 夫 を 失った の は 二十 四のと きであった。 彼 

女 は 近頃に なって、 元 知らなかった 多くの こと を、 男 

女の 生活に ついて 理解す るよう になった。 彼女の 中に、 

半開であった 女性の 花が 咲いた。 

若し 今まで 結婚 生活が 続いて いたら、 自分 はこの よ 

うに 細かに、 何 か 木の芽で も 育つ の を 見守る ように 心 

や 官能の 生長 を 自分に 味う ことが 出来た であろう か。 

朝 子 はよ くそう 思い、 世間 並に 考えれば、 また 当時に 

あって は、 朝 子に とっても 大きな 不幸であった 不幸 を、 

ただ 不運とば かり は 考えなかった。 女 一 人の 生長。 I 



I 自然 は その 女が 夫 を 持って いようと いまい と、 そん 

な ことに 頓着 はして いない。 時が 来れば、 花 を 咲かせ 

る。 —— 自然 は浄 きかな —— 

然し、 朝 子 は 大平を 愛して いるので はなかった。 彼 

の は、 朝 子が 再び 結婚 を 欲しない 意味と は 全然 違う。 

ただ 面倒く さい 位の 心 持から、 消極的 自由 を 保って い 

る こと も 判って いた。 彼に すれば、 悪い 心 持 はせ ず 一 

年余 知り合った 朝 子が、 ひとりで、 自由で、 ちょっと 

面白くな くもな さそうな のに 不図 心 づき、 何 か 恋心め 

いた もの を 感じた のであろう。 

あ ， 一 

朝 子に とっても、 ぼんやり 幸 子の 従兄と して 見て い 



膝の 上へ ぼたり と 雑誌 を 伏せ、 笑い かけた が、 朝 子 

の 蒼 ざめ た 顔 を 見る と、 幸 子 は、 

r — どうした」 

両脚 を 一 時に 椅子から 下した。 

「ああ 二つん なつち やう わよ、 裂けち やう」 

朝 子 は 背中 を 丸め、 強い 力で 幸 子の 手を摑 まえて 自 

分の 手と 一緒くたに たくし こんで、 胸へ 押しつけた。 

「どうした、 え？ これ！」 

幸 子 は、 駭 いて、 背中 を 押えた。 

「口 を 利いて！ 口 を 利いて！」 

朝 子 は、 涙 を こぼしながら、 切れ切れに、 



「相 変らず よ」 

「 うそ！」 

「どうして？ 私 は あなたと 違って 正直に 生れつ いて 

いるの よ」 

「だって …… ああ、 じゃあ、 そうな の、 やっぱり あな 

たは 偉い わね」 

およそ その 意味が 想像され、 朝 子 は ぼん やり 苦笑 を 

浮べた。 すると、 云った 方の 当人が、 今度 は それ を感 

違いし、 意外ら しく、 胸まで 卓子の 上への り 出して、 

！ WJ こ.、 

「 —— そう？ —— 大道 無 門？」 



と 小声で 念 を 押しな おした。 

朝 子 はそう なると、 なお 笑う だけで、 パイ をた ベて 

いたが、 

「モダン だ つ て 幾通り も あるん じ やない の —— 少し 話 

は 違う けれど」 

と 云った。 

全く、 個人的に 自己 消耗 だけ 華々 しく 或は 苦々 しく 

やって 満足して いる 部と、 それが 一人から 一人へ 伝わ 

り、 或る 程度まで 一般と なった 現代の 消耗が 身に 1 え 

て徹 えて やり切れず、 何 か 確乎と した、 何 か 新しい も 

の を 見出さなくて はやり 切れな が つてい る 人た ち も 



感情 を 抱かせて は 損と いう 打算が 働く、 相 原 はそう い 

う 種類の 心 を 持って いるら しかった。 

ラ. ポア ント. ド-ラ -ヴィ 

帰り 途、 朝 子 は 人間の 生存の 尖端と いうよう な 

こと を 深く 思った。 道徳 や 常識、 教養な ど その 人 を 支 

える 何の 役に も 立たない 瞬間が 人生に ある。 またそう 

いう 非常の 時で な いまでも、 我等 を 取 巻く 常識 や、 道 

徳ゃ、 それ 等の 権威の 失墜の 間に 生きて 行く に、 何が 

心のより どころ となる であろう。 何で 人間が 人間ら し 

く 生きて 行く 道 を かぎ 分ける かと 云えば、 それ は、 草 

木で 云えば 草木 を 伸び 育てる 大切な 芽に 等しい、 人間 

の 心の中に ある 生存の 尖端に よって だ。 朝 子 は 昨夜 詩 
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